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(57)【要約】
　追加のパターンエフェクトを有する織布の製造のため
の織機において、実質的に経糸方向において供給される
１つまたは２つ以上のエフェクト糸（２）が、織機の様
々な動作サイクルのため、挿入されるべき緯糸（３）の
上方で、緯糸方向（１２）において、隣接する経糸（１
）を超えて摺動によって変位される。挿入されるべき緯
糸（３）の下方におけるエフェクト糸（２）のその後の
位置決めの間、エフェクト糸（２）は、筬（４）の一方
的に上方に開口した筬ギャップ（８）の中に入る。エフ
ェクト糸（２）が筬ギャップ８の中に入ることを補助す
るため、筬（４）は、筬（４）の長手方向を向いている
挿入ベベル（７）をその上端に備えている、第１のグル
ープの筬ブレード（５）を有している。挿入ベベル（７
）は、隣接する筬ギャップ（８）の、上方を向いている
開口が、少なくとも部分的に覆われるよう、構成されて
いる。さらに、そのような挿入ベベル（７）を備えない
第２のグループの筬ブレード（５）が、筬（４）に存在
している。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の筬ブレード（５）を有する織機のための筬（４）であって、
　前記筬ブレード（５）は、筬バンド（６）においてそれらの下端を組み合わせることに
よって、筬（４）の長手方向において一列に並べられており、これによって、筬ブレード
（５）の上端が、片側にだけ上方に開口した筬ギャップ（８）を形成し、
　筬ブレード（５）のグループが複数存在しており、
　第１のグループの各筬ブレード（５）は、その上端に、筬（４）の長手方向を向いてい
る挿入ベベル（７）を有しており、前記挿入ベベル（７）は、隣接する筬ギャップ（８）
における、上方を向いている開口部を、少なくとも部分的に覆うよう構成されており、
　前記挿入ベベル（７）を備えていない筬ブレード（５）からなる第２のグループが存在
していることを特徴とする、筬（４）。
【請求項２】
　１つまたは２つ以上の開口した筬ギャップ（８）における、上方を向いている開口部と
、前記第２のグループに属する１つまたは２以上の筬ブレード（５）の上端とが、少なく
とも部分的に、筬（４）の長手方向を向いている前記挿入ベベル（７）であって、前記第
１のグループに属する隣接する筬ブレード（５）の前記挿入ベベル（７）によって覆われ
ていることを特徴とする、請求項１に記載の筬（４）。
【請求項３】
　前記筬ブレード（５）の第１のグループの前記挿入ベベル（７）は、鋭く先細にされた
トング状の、前記筬ブレード（５）の拡張部として構成されており、
　前記筬ブレード（５）の前記拡張部には、筬（４）の長手方向において、残りの前記筬
ブレード（５）とは反対の角度がつけられていることを特徴とする、請求項１または２に
記載の筬（４）。
【請求項４】
　第１のグループの筬ブレード（５）によって境界を決められた前記筬ギャップ（８）で
あって、上方を向いている開口部が挿入ベベル（７）によって覆われていない、前記筬ギ
ャップ（８）が、挿入ベベル（７）によって覆われている前記筬ギャップ（８）よりも、
筬（４）の長手方向において大きな幅を有していることを特徴とする、請求項１乃至３の
いずれか一項に記載の筬（４）。
【請求項５】
　第１のグループの筬ブレード（５）が、第２のグループの筬ブレード（５）よりも大き
な厚みを備えていることを特徴とする、請求項１乃至４のいずれか一項に記載の筬（４）
。
【請求項６】
　第２のグループの１つまたは２つ以上の筬ブレード（５）が、第１のグループの２つの
筬ブレード（５）の間に設けられていることを特徴とする、請求項１乃至５のいずれか一
項に記載の筬（４）。
【請求項７】
　筬（４）の長手方向を向いている挿入ベベル（７）を有しているおよび有していない筬
ブレード（５）のグループが、互いに一列に配列されており、これによって、様々な筬ブ
レード（５）と、それらの間に存在する筬ギャップ（８）とからなるパターン完全組織が
、筬（４）の幅にわたって繰り返すことを特徴とする、請求項１乃至６のいずれか一項に
記載の筬（４）。
【請求項８】
　杼口エレメント（９）であって、鉛直方向における前記杼口エレメント（９）の移動に
よって、経糸（１）によって境界を決められた杼口が形成され得る、杼口エレメント（９
）と、
　緯糸（３）を緯糸方向（１２）において杼口に挿入するためのデバイスと、
　２つの終了位置を備える筬打ち動作によって織物の端部に対する緯糸（３）の筬打ちを
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行うための筬デバイスと、
　エフェクト糸のためのガイド手段（１０）と、
　緯糸方向（１２）においてガイド手段（１０）を摺動によって変位させるためのデバイ
ス（１１，１５）と、
　ガイド手段（１０）の鉛直方向における移動のためのデバイス（９）と、を備えた織機
であって、
　経糸（１）が筬ギャップ（８）に引き込まれ得るよう、請求項１乃至７のいずれか一項
に記載の筬（４）が筬デバイス上に配置されており、
　エフェクト糸（２）が、筬ブレード（５）上で筬（４）の長手方向を向いている挿入ベ
ベル（７）によって覆われておらず上方に開口している筬ギャップ（８）の中に入ること
ができるまたは筬ギャップ（８）から現れることができることを特徴とする、織機。
【請求項９】
　ガイド手段（１０）が、杼口エレメント（９）と、杼口エレメント（９）に近接する筬
打ち動作の端部位置と、の間に配置されている平面において移動可能であることを特徴と
する、請求項８に記載の織機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、追加のパターンエフェクトを用いた織布における製織パターン形成のための
筬および織機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　織機では、従来技術において、特定の追加のパターンエフェクトが得られるように、製
織又はインターレースで、本質的に経糸方向に延びる追加の糸を加えることが周知である
。この目的のため、織機の各動作サイクルについて、緯糸を挿入する前に、これらのエフ
ェクト糸が緯糸方向で異なる所定の位置に運ばれる。
【０００３】
　そのような追加のパターンエフェクトが生成されることを伴う織機は、１つまたは２つ
以上のエフェクト糸用の少なくとも一つのガイド手段を含む。ガイド手段は、摺動変位デ
バイスに連結されている。これによって、エフェクト糸は、ガイド手段とともに、製織パ
ターンによって指定された摺動変位行路または距離だけ、緯糸方向に摺動変位可能である
。更に、製織パターンに従ってガイド手段を鉛直方向に移動するためのデバイス、並びに
筬打ち動作によって緯糸を織布の端部に対して筬打ちするための筬デバイスが、そのよう
な織機に設けられている。そのようなデバイスは、例えばＥＰ０９５７１９１に示されて
いる。この種の織布に関して、追加の緯糸エフェクトについて言及されている。なぜなら
、追加のパターンエフェクトは、何よりもまず、本質的に経糸方向に延びるエフェクト糸
が、地経糸に比べて、緯糸方向で摺動的に変位して拘束される、ということからなってい
るからである。
【０００４】
　従来技術において、筬ブレードすなわち筬羽を有する筬が知られており、筬は、片側に
だけ上方に開口した筬ギャップを形成し、このため、本質的に経糸方向に延びるエフェク
ト糸が、鉛直方向における移動によってこれらの筬ギャップの中に沈むまたは入る、およ
び筬ギャップから再び現れることができる。そのような筬が、例えばＥＰ２６３３９２に
示されている。この装置においては、しかしながら、経糸方向において延びる全ての糸、
すなわち地経糸およびエフェクト糸が、筬の筬打ち動作の間、筬ギャップから現れ、およ
び、筬ギャップの中に再び入る。
【０００５】
　エフェクト糸が開口した筬ギャップの中に入っている間、とりわけより粗い織糸に関す
る問題が生じ得る。なぜなら、エフェクト糸は、この筬ギャップの境界を決める筬ブレー
ドすなわち筬羽の１つで動かなくなってしまうことがあり得るからである。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の課題は、織機のための筬であって、追加のパターンエフェクトの形成において
、エフェクト糸が筬の上方に開口した筬ギャップの中に沈むことまたは入ることがなめら
かに進むようになる筬を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本出願の範囲においては、そのような製織パターンが考慮されており、ここでは、杼口
のために、経糸が緯糸方向に対して直交するよう動かされる場合であっても、また筬の筬
打ち動作の間であっても、地パターンのための経糸のシートが常に筬ギャップの中に入っ
た状態のままでいるようになる。
【０００８】
　この目的は、独立請求項に係る筬によって実現される。
【０００９】
　筬は、複数の筬ブレードすなわち筬羽を備え、複数の筬ブレードは、筬バンドにおいて
それらの下端を組み合わせることによって、筬の長手方向において一列に並べられており
、これによって、筬ブレードの上端が、片側にだけ（one-sided）上方に開口した筬ギャ
ップを形成している。本発明によれば、筬ブレードのグループが複数存在しており、第１
のグループの筬ブレードは、その上端に、筬の長手方向を向いている案内ベベルすなわち
挿入ベベルを有していることによって、筬が特徴づけられている。挿入ベベルは、隣接す
る筬ギャップにおける、上方を向いている開口部を、少なくとも部分的に覆うよう構成さ
れている。さらに、そのような挿入ベベルを有していない筬ブレードからなる第２のグル
ープが存在している。本発明による挿入ベベルによって、エフェクト糸が所望の筬ギャッ
プの中に沈むことまたは入ることが確実になり、一方、隣接する筬ギャップへの意図しな
い沈みが防がれる。
【００１０】
　有利な形態によれば、筬の長手方向を向いている第1グループの筬ブレードの挿入ベベ
ルは、１つまたは２つ以上の隣接する開口した筬ギャップにおける、上方を向いている開
口部と、第１のグループに属する１つまたは２以上の隣接する筬ブレードにおける上端と
が、少なくとも部分的に挿入ベベルによって覆われるよう、構成されている。これによっ
て、エフェクト糸が、隣接する筬ブレードの上端で動かなくなってしまうことが防がれる
。
【００１１】
　特に有利な形態によれば、筬ブレードの第１のグループの挿入ベベルは、目立ってすな
わち鋭く先細にされたトング状の、筬ブレードの拡張部として構成されており、拡張部に
は、筬の長手方向において、残りの筬ブレードとは反対の角度がつけられている。この形
態または形状は、製造および所望の機能の生成を容易にする。
【００１２】
　地パターンの経糸よりも著しく粗いエフェクト糸を使用する場合、挿入ベベルを有する
筬ブレードによって境界を決められた筬ギャップであって、挿入ベベルによって覆われて
いない、筬ギャップが、挿入ベベルによって覆われている筬ギャップよりも、筬の長手方
向において大きな幅を有していることが有利である。これによって、筬への地経糸の引き
込みを著しくは弱めることなく、粗いエフェクト糸が筬ギャップの中に入ることが容易化
される。
【００１３】
　同一の理由のため、挿入ベベルを有する筬ブレードに対して、挿入ベベルを有さない筬
ブレードよりも、筬の長手方向において大きな厚みを与えることが有利である。
【００１４】
　追加のパターンエフェクトを有する織布のパターニングをより自由にするため、挿入ベ



(5) JP 2013-538300 A 2013.10.10

10

20

30

40

50

ベルを有さない筬ブレードの１つまたは２つ以上の筬ブレードがそれぞれ、挿入ベベルを
有する２つの筬ブレードの間に設けられるようにすることが適用可能である、または目的
にかなうものである。このことは、挿入ベベルを有する及び有さない筬ブレードのグルー
プが筬の長手方向において一列に配列され、これによって、様々な筬ブレードおよび関連
する筬ギャップから、筬の幅にわたって繰り返されるパターン完全組織が形成される場合
に、特に有利である。これによって、規則的なパターンを生成することができ、ここでは
、追加のパターンエフェクトを有する及び有さない領域を交互にすることもできる。
【００１５】
　本発明による織機は、杼口エレメントを有しており、ここでは、鉛直方向における杼口
エレメントの移動によって、経糸によって境界を決められた杼口が形成される。さらに、
緯糸を緯糸方向において杼口に挿入するためのデバイス、並びに、２つの終了位置（end 
positions）を備える筬打ち動作によって織物の端部に対する緯糸の筬打ちを行うための
筬デバイスが存在している。追加のパターンエフェクトの形成のため、エフェクト糸のた
めのガイド手段、緯糸方向においてガイド手段を摺動によって移動させるためのデバイス
、並びに、ガイド手段の鉛直方向における移動のためのデバイスが設けられている。本発
明によれば、２つのグループの筬ブレードを有する筬が、上述のように設けられている。
この筬は、経糸が筬ギャップに引き込まれ得るよう、かつ、エフェクト糸が、筬ブレード
上で挿入ベベルによって覆われておらず上方に開口している筬ギャップの中に入ることが
できるおよび筬ギャップから現れることができるよう、筬デバイス上に取り付けられてい
る。
【００１６】
　本発明の織機の特に有利な形態においては、ガイド手段が、杼口エレメントと、杼口エ
レメントに近接して存在する筬打ち動作の終了位置と、の間に配置されている平面におい
て、移動可能になっている。典型的な綜絖フレームを杼口エレメントとして用いる場合、
ガイド手段は、筬と綜絖フレームとの間にある。これに関して、ガイド手段は例えば、緯
糸方向において追加の綜絖フレームの正面側で摺動変位デバイスと共に摺動可能に配置さ
れた複数の針として構成されており、これによって、ガイド手段の鉛直方向における移動
が、追加の綜絖フレームの鉛直方向における移動から得られるようになっていてもよい。
この形態において、複数のグループのガイド手段を、それぞれ１つの摺動変位デバイスに
おいて共通にまたは互いに反対側に移動させる、ということも当然に考えられる。このこ
とは、これらのグループの各々のために別個の摺動変位駆動装置を用いることによって、
可能になる。異なる綜絖フレームに複数のガイド手段のグループを取り付けることも可能
である。
【００１７】
　本発明の有利な形態は、図面の補助によって詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、挿入ベベルを有する織機のための、本発明による筬の形態を、経糸方向
において示す図。
【図２】図２は、織機上での図１の形態を、緯糸方向において示す図。
【図３】図３は、本発明による筬を有する織機を示す平面図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　図１は、複数の筬ブレードすなわち筬羽５を有する筬４を示しており、複数の筬ブレー
ドすなわち筬羽５は、それらの下端において筬バンド６によって組み合わされている。そ
のような筬バンド６を設計または構成する方法は、当業者にとって公知であり、従ってこ
こではさらに詳細な説明を要しない。例示形態は、Ｕ字状の輪郭および２つのらせんコイ
ルスプリングを有する形態を示しており、らせんコイルスプリングの巻回体には筬ブレー
ド５が挿入されている。筬ブレード５の上端は、自由なものとなっており、従って、上方
に開口した筬ギャップ８が形成されている。経糸１は、これらの筬ギャップ８に引き込ま
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れる。糸のいくつかは、上側の杼口、すなわち筬ブレード５の上端に配置されており、一
方、その他の糸は、筬バンド６に近接する下側の杼口にある。本例において、これらは各
々、同一の筬ギャップ８に引き込まれる。さらに、エフェクト糸２が示されており、エフ
ェクト糸２は図１においては、経糸１の上方に配置されており、かつ、筬ブレード５の上
端の上方に配置されている。エフェクト糸２が各筬ギャップ８の中に入ることを容易化す
るため、本発明によれば、所定の筬ブレード５の上端に案内ベベルすなわち挿入ベベル７
が設けられている。これらの挿入ベベル７は、織機の中の装置において筬４の長手方向を
向いており、この長手方向は、織機の緯糸方向１２に一致する。このような筬ブレード５
の形状により、少なくとも、隣接する筬ギャップ８の開口が、多かれ少なかれ覆われる。
図１の例示形態において、実際、筬ギャップ８のいくつかの開口部、および、挿入ベベル
７を有さない隣接する筬ブレード５の上端が覆われている。
【００２０】
　筬ブレード５の２つのグループが認識される。１つのグループは、本発明による挿入ベ
ベル７を備えており、一方、その他のグループは、筬の長手方向を向いている挿入ベベル
７を備えないで形成または構成されている。図１において、その中にエフェクト糸２が入
ることによって案内される筬ギャップ８が、その中に経糸１のみが引き込まれる筬ギャッ
プ８よりも、筬４の長手方向においてより広い開口部を有していることも認識され得る。
このことは、エフェクト糸２および経糸１における異なる厚みを処理する上で特に適して
いる更なる形態の基礎となることである。挿入ベベル７が向いている方向は、本発明によ
る筬４の長手方向である。このことは、上方から挿入ベベル７に接近するエフェクト糸２
が、筬４の長手方向において、隣接する筬ギャップ８の開口部に向かって案内されること
を意味している。図１には示されていないが、第２のグループの筬ブレードの挿入ベベル
７が長手方向において互いに異なる方向を向いている、ということも、もしこのことが関
連する織物パターンおよびエフェクト糸２のタイプのために有用または適切であるのであ
れば、考えられる。特に好ましい形態においては、挿入ベベル７は、筬４の製造の間に予
め定められた角度で長手方向において角度付けられた、筬ブレード５の拡張部として、形
成または構成される。筬ブレード５と挿入ベベル７との間には、険しい移行部の代わりに
、当然に原理的には、丸められた、またはその他の方法で構成された移行部も設けられ得
る。
【００２１】
　図２は、図１による織機における、本発明による筬４の形態を、筬４の長手方向におけ
る視線方向を用いて、すなわち織機の緯糸方向１２における視線方向を用いて示している
。ここでは、１つまたは２つ以上のエフェクト糸２が、緯糸方向１２において並べて配置
された１つまたは２つ以上のガイド手段１０によって案内されていることが認められる。
ガイド手段１０は、本例においては、その下端に針の目を有する針の形態を備えている。
緯糸３に結びつけるポイントを形成するため、エフェクト糸２を有する各ガイド手段１０
は、緯糸挿入の前に下側の杼口に到達し、このため緯糸挿入の間、エフェクト糸２が経糸
１の下側のシートに平行に停止し、そしてエフェクト糸２が緯糸３によって交差されるよ
うになる。さらにエフェクト糸２は、互いに隣接する筬ブレード５によって形成された筬
ギャップ８の中に入る。入ることを容易化するため、２つの筬ブレード５のうちの少なく
とも１つは、その上端に挿入ベベル７を備えている。本例においては図２から、挿入ベベ
ル７が、ある一点に向かって先細になっている筬ブレード５のトング状の突出部として構
成または形成されていることが認められる。経糸方向に向いている追加の輪郭も、挿入ベ
ベル７上に存在している。これらの輪郭は、筬ブレード５の鉛直方向における長手拡張部
に対する経糸方向において角度付けられ得るまたは曲げられ得る。経糸方向を向いている
そのような輪郭は、筬４の長手方向を向いている挿入ベベル７を備えない筬ブレード５の
第２のグループに関しても当然に考えられる。
【００２２】
　杼口の中への緯糸３の挿入の後、筬４の筬打ち動作によって、織物の端部に対する筬打
ちがなされる。この間、意図されている織布の製織パターンによって何が定められている
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かに応じて、上側から下側への経糸１の移動も起こり得る。本例において、経糸１の移動
は、鉛直方向に移動する杼口エレメント９によって実行される。例えば、これらは、複数
のヘドルまたはジャカードヘドルを有する複数の綜絖フレームであり得る。複数のヘドル
またはジャカードヘドルは各々、図示はされていないがそれ自体は知られている杼口装置
によって、パターンに依存した態様で駆動される。エフェクト糸２は、エフェクト糸２が
筬ギャップ８から経糸１の上方へ現れるまで、ガイド手段１０によって持ち上げられても
よい。ガイド手段１０は、続いて挿入されるべき緯糸３に関する更なるインターレースポ
イントを形成するためにエフェクト糸２が異なる筬ギャップ８の中に入る前に、予め定め
られた分だけ、織機の緯糸方向１２において摺動によって変位される。
【００２３】
　図３は、本発明による筬を有する織機を平面図で示している。１つのエフェクト糸に関
する部分的な図のみが示されている。また図３においては、織機の更なる断面図が、緯糸
方向における視線方向に関して示されており、これは、関連する摺動変位デバイス１１を
有するガイド手段１０を実行するための更なる詳細を含んでいる。図３においては、本例
において、緯糸の挿入が、緯糸方向１２においてグリッパーバーまたはグリッパーバンド
によるグリッパーによって実行されることが認められる。なお本発明による筬４は、エア
ジェット織機においても当然に利用可能である。エアジェット織機においては、溝状の凹
部が、筬ブレード５の上端と下端との間に公知の態様で設けられている。溝状の凹部は、
エアジェットを用いて挿入される緯糸３のための緯糸挿入溝を形成している。このことは
、本発明による挿入ベベル７の形態に何ら影響を及ぼさない。
【００２４】
　図３においては、経糸１が、グループ内で２つの杼口エレメント９によって案内される
ことが認められる。さらに、エフェクト糸２のためのガイド手段１０が、追加の杼口エレ
メント９の正面側に配置されていることが認められる。ここで、杼口エレメント９は、摺
動変位デバイス１１によって、例えばプリズムガイド上のプロファイルスチールによって
、案内される。また、複数のガイド手段１０が摺動変位デバイス上に配置されることも当
然に可能である。この場合、複数のガイド手段は、緯糸方向１２に平行に移動する。摺動
変位デバイスの駆動は、織機の制御デバイス１５に連結された摺動変位デバイス１４によ
って実現される。杼口エレメント９並びに杼口エレメント９に組み合わされたまたは連結
されたガイド手段１０における、摺動変位行路または距離Ａ、および鉛直方向における移
動が、パターンに依存した態様で、インターレースパターンドラフトによって定められる
ことができ、また、そこから導かれた制御デバイス１５のプログラミングを介して定めら
れることができる。上方に開口した筬ギャップ８を有する、その他のタイプの筬４もまた
、そのような織機において当然に使用可能である。粗いエフェクト糸２の処理は、しかし
ながら、筬４の長手方向を向いている本発明による挿入ベベル７を有する筬４を使用する
ことによって、著しく改善される。
【符号の説明】
【００２５】
　１　経糸
　２　エフェクト糸
　３　緯糸
　４　筬
　５　筬ブレードまたは筬羽
　６　筬バンド
　７　ガイドインまたは挿入ベベル
　８　筬ギャップ
　９　杼口エレメント（shedding element）
　１０　ガイド手段
　１１　摺動変位デバイス
　１２　緯糸方向
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　１３　織物の端部
　１４　摺動変位駆動装置
　１５　制御デバイス

【図１】

【図２】

【図３】
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